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は
じ
め
に 

 

飛
驒
市
神
岡
町
一
帯
に
は
、
中
世
に
盆
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
山
城
が
配
置

さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
高
原
諏
訪
城
跡
、
土
城
跡
、
政
元
城

跡
、
寺
林
城
跡
、
洞
城
跡
、
石
神
城
跡
の
六
つ
の
山
城
跡
は
国
史
跡
江
馬
氏
城

館
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
山
城
群
の
赤
色
立
体
地
図

を
示
し
、
現
地
踏
査
に
よ
り
把
握
し
た
遺
構
を
概
観
し
た
い
。 

一 

山
城
の
概
要 

（1

）
群
と
し
て
機
能
し
、
領
域
を
支
配 

 

史
跡
江
馬
氏
城
館
跡
の
指
定
事
由
は
、
館
が
所
在
す
る
盆
地
を
取
り
囲
む
よ

う
に
配
置
さ
れ
た
山
城
群
と
共
に
「
群
と
し
て
機
能
し
て
い
た
中
世
城
館
の
形

態
を
よ
く
示
す
」
こ
と
で
あ
る
。
指
定
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
原
諏
訪

城
、
土
城
、
寺
林
城
、
政
元
城
、
洞
城
、
石
神
城
で
あ
る
（
図
１

）
。 

近
世
以
降
の
地
誌
や
伝
記
に
江
馬
氏
も
し
く
は
そ
の
家
臣
の
城
と
い
う
記
載

が
あ
り
、
曲
輪
な
ど
の
城
郭
遺
構
が
現
地
に
見
ら
れ
、
主
要
街
道
等
の
位
置
関

係
か
ら
下
館
と
繋
が
り
が
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
江
馬
氏
の
山
城
と
認
定
し
た
。 

（
二
）
古
く
か
ら
の
顕
彰 

 

古
く
か
ら
館
背
後
の
山
を
「
江
馬
の
殿
さ
ま
の
城
山
」
と
し
て
伝
え
て
い
た
。

昭
和
期
に
は
一
本
松
が
山
上
に
立

ち
、
親
し
ま
れ
て
い
た
（
図
２

）
。

戦
前
に
は
高
原
諏
訪
城
跡
が
「
諏

訪
城
跡
」
と
し
て
県
史
蹟
に
指
定

さ
れ
る
。
戦
後
、
一
九
五
八
年
に

は
江
馬
城
跡
（
高
原
諏
訪
城
跡
と

下
館
跡
）
が
町
史
跡
に
、
支
城
群

に
つ
い
て
も
、
一
九
六
二
年
に
寺

林
城
跡
、
政
元
城
跡
、
洞
城
跡
、

杏
子
城
跡
（
石
神
城
跡
）
の
四
城

が
町
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。 

い
ず
れ
も
早
い
時
期
か
ら
町
民

に
と
っ
て
大
事
な
遺
跡
と
認
知
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

図 1  江 馬 氏 城 館 跡 位 置 図 

図 2  高 原 諏 訪 城 （ 昭 和 10 年 頃 ） 

柴 田 1937 よ り 転 載 
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図 3-1  高 原 諏 訪 城 の 赤 色 立 体 地 図 及 び 遺 構 配 置 図 位 置 図 

二 

本
城
・
高
原
諏
訪
城
跡 

（
一
）
主
郭
の
独
立
性
が
高
い
構
造 

 

江
馬
氏
の
本
城
と
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
高
原
諏
訪
城
で
あ
る
（
図
３-

３

）
。

殿
段
丘
の
北
東
端
に
位
置
す
る
東
町
城
跡
や
、
遠
く
は
高
原
川
対
岸
の
越
中
街

道
ま
で
眺
望
が
利
く
（
図
３-

７

）
。 

主
郭
は
、
南
北
三
〇
ｍ
×
東
西
一
六
ｍ
を
測
る
最
も
広
い
曲
輪
で
あ
る
（
図

３-

５
・
６

）
。

主
郭
の
北
・
南
・
東
に
は
腰
曲
輪
が
巡
る
。
そ
の
高
低
差
は

最
大
二
十
ｍ
に
も
及
び
、
土
の
櫓
が
そ
び
え
立
つ
よ
う
に
見
え
る
（
図
３-

８

）
。

信
州
側
と
な
る
南
側
尾
根
に
は
、
六
ｍ
の
高
低
差
が
あ
る
堀
切
を
越
え

て
、
主
郭
の
次
に
広
い
平
坦
地
で
あ
る
副
郭
が
あ
る
。
副
郭
へ
は
横
堀
状
を
呈

す
る
通
路
が
設
定
さ
れ
、
南
側
に
は
散
弾
の
小
曲
輪
が
続
く
。
主
郭
か
ら
副
郭

へ
は
、
大
規
模
な
堀
切
に
よ
り
遮
断
さ
れ
て
い
る
（
図
３-

９

）
。 

越
中
方
面
の
主
郭
か
ら
東
側
は
、
二
本
の
尾
根
が
派
生
し
、
南
側
尾
根
は
一 

つ
の
曲
輪
の
み
で
あ
る
。
谷
筋
に
近
い
北
側
尾
根
に
は
、
三
段
の
曲
輪
が
あ
り
、

全
て
土
塁
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
曲
輪
に
は
三
本
の
竪
堀
が
伴
い
（
図
３-

10

）
、

先
端
に
堀
切
を
設
け
る
。 

主
郭
北
側
へ
伸
び
る
尾
根
に
は
東
辺
に
土
塁
を
伴
う
通
路
状
の
曲
輪
が
続
く

（
図
３-

11

）
。

尾
根
が
東
へ
延
び
る
位
置
に
は
土
塁
を
突
出
さ
せ
Ｔ
字
状
と

す
る
。
こ
れ
ら
は
東
側
を
警
戒
す
る
意
識
で
あ
る
。
最
北
に
は
、
二
重
堀
切
・

両
竪
堀
・
切
岸
を
設
け
、
主
郭
全
体
の
防
御
と
す
る
（
図
３-

４
・
12

）
。 

ま
た
、
北
尾
根
に
は
主
郭
か
ら
一.

六
㎞
に
わ
た
り
小
規
模
な
城
郭
遺
構
が

連
続
し
て
い
る
。
主
郭
北
端
の
二
重
堀
切
か
ら
四
五
〇
ｍ
ほ
ど
離
れ
て
２
つ
の

小
規
模
な
曲
輪
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
竪
堀
や
堀
切
が
位
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
六
五
〇
ｍ
ほ
ど
北
へ
離
れ
て
三
つ
の
小
規
模
な
曲
輪
群
が
断

続
的
に
続
く
。
最
北
の
曲
輪
の
北
側
で
は
主
郭
周
辺
と
遜
色
な
い
規
模
の
堀
切
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を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
北
側
に
は

城
郭
遺
構
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
こ
れ
が
城
域
の
最
北
端
を
区
画
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
北
側
尾
根
は
、

曲
輪
と
堀
切
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、

単
純
な
遺
構
配
置
と
な
る
。 

尾
根
北
側
に
は
明
確
な
遮
断
を
す
る

も
の
の
、
主
郭
側
に
は
明
確
な
遮
断
遺

構
は
な
い
。
北
側
尾
根
に
主
郭
側
の
警

戒
意
識
が
働
い
て
い
な
い
の
は
、
自
身

の
領
域
内
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
最
大
規
模
の
主
郭

を
中
心
に
北
・
南
・
東
の
尾
根
に
曲

輪
・
堀
切
・
竪
堀
・
土
塁
等
を
配
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
最
も
外
側
を
堀
切
及
び
両

竪
堀
で
遮
断
す
る
様
相
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
石
垣
を
用
い
ず
、
大
規
模
な
土

木
工
事
と
細
か
な
切
り
盛
り
土
に
よ
る

城
郭
遺
構
を
構
築
す
る
在
り
方
は
、
江

馬
氏
の
城
造
り
の
最
終
的
な
到
達
点
を

示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

（
二
）
築
城
と
改
修
の
時
期 

北
尾
根
の
周
辺
が
単
純
な
曲
輪
・
切

岸
・
堀
切
と
い
う
構
造
な
の
に
対
し
、 

図 3-2  高 原 諏 訪 城 の 縄 張 り 図 
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図 3-4  高 原 諏 訪 城  切 岸 

図 3-3  下 館 と そ の 背 後 の 高 原 諏 訪 城   
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図 3-11 高 原 諏 訪 城  通 路 状 の 曲 輪 と 土 塁 図 3-12  高 原 諏 訪 城  二 重 堀 切 

図 3-10  高 原 諏 訪 城  竪 堀 図 3-9  高 原 諏 訪 城  Ⅴ 字 の 大 規 模 な 堀 切 

図 3-7  高 原 諏 訪 城  主 郭 か ら の 眺 め 図 3-8  高 原 諏 訪 城  主 郭 を 見 上 げ る 

図 3-5  高 原 諏 訪 城  主 郭 図 3-6  高 原 諏 訪 城  主 郭 の 石 碑 
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主
郭
周
辺
の
大
規
模
な
城
郭
遺
構
、
副
郭
周
辺
の
土
塁
、
曲
輪
に
折
れ
て
入
る

虎
口
な
ど
複
雑
な
城
郭
構
造
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
尾
根
側
か
ら

は
主
郭
側
を
警
戒
し
て
い
な
い
構
造
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
か
ら
は
、
同
時
に
築
城
さ
れ
た
も
の
の
、
主
郭
・
副
郭
周
辺
の
み
改

修
さ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
北
側
尾
根
の
遺
構
の
直
下
に
は
館
跡
が
位

置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
立
地
か
ら
は
、
館
跡
の
整
備
さ
れ
た
Ⅱ
Ａ
期
に
築
城
さ

れ
、
政
治
的
緊
張
が
高
ま
っ
た
一
六
世
紀
中
ご
ろ
に
主
郭
及
び
副
郭
周
辺
を
改

修
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 三 

江
馬
氏
城
館
跡
を
構
成
す
る
山
城 

（
一
）
越
中
方
面
の
お
さ
え
、
土
城
跡
（
国
史
跡
）
（
図
４
） 

神
岡
町
牧
、
高
原
川
と
跡
津
川
の
合
流
点
の
岩
山
で
あ
る
牛
首
城
山
に
立
地

す
る
。
主
要
街
道
の
越
中
東
街
道
と
鎌
倉
街
道
を
結
ぶ
脇
街
道
で
あ
る
有
峰
道

は
、
こ
の
城
の
麓
で
分
岐
し
、
大
多
和
峠
を
経
て
富
山
方
面
に
は
有
峰
ま
で
の

び
る
。
土
城
は
越
中
街
道
を
押
え
る
と
と
も
に
、
富
山
方
面
を
監
視
し
た
立
地

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
江
馬
氏
と
の
関
連
が
伝
え
ら
れ
る
富
山
市
大
山
町

の
中
地
山
城
と
連
絡
す
る
役
割
も
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
別
名
、
鬼
ヶ
城
と

も
呼
ば
れ
、
江
馬
氏
の
重
臣
で
あ
る
川
上
氏
が
在
城
し
た
と
伝
わ
る
。 

構
造
は
、
岩
山
が
天
然
の
要
害
で
あ
り
、
城
郭
遺
構
と
し
て
は
山
頂
部
に
上

下
二
段
の
曲
輪
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
神
社
の
所
有
地
が
あ
り
、
現
在
祠
等

は
無
い
が
、
近
世
以
降
は
社
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

（
二
）
古
川
方
面
の
お
さ
え
、
寺
林
城
跡
（
国
史
跡
）
（
図
５
） 

神
岡
町
寺
林
、
玄
蕃
山
の
山
頂
に
立
地
す
る
。
玄
蕃
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

神
岡
の
主
要
街
道
で
あ
る
越
中
東
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
。
江
馬
氏
の
家
臣
、

寺
林
蔵
之
介
・
玄
蕃
あ
る
い
は
寺
林
大
蔵
の
居
城
と
伝
わ
っ
て
い
る
。 

図 4-1  土 城  赤 色 立 体 地 図 （ 三 好 清 超 2021 よ り 転 載 ） 

土 城  
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図 5-2  寺 林 城  赤 色 立 体 地 図 （ 三 好 清 超 2021 よ り 転 載 ） 

 
 

図 4-2  土 城 か ら の 遠 望 （ 左 ）、 北 側 曲 輪 の 様 子 （ 右 ） 

図 5-1  主 郭 （ 左 ）、 堀 切 （ 右 ） 

寺 林 城 
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山
城
の
構
造
は
、
主
郭
が
東
西
二
三
ｍ
、
南
北
一
〇
ｍ
の
方
形
の
曲
輪
で
あ

る
。
西
に
三
段
の
曲
輪
が
連
な
り
、
各
曲
輪
は
切
岸
で
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
先
の
尾
根
に
は
堀
切
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
尾
根
伝
い
の
攻
め
を
防
御
し
て

い
る
。
麓
の
集
落
か
ら
上
が
る
と
通
路
状
の
横
堀
が
あ
り
、
主
郭
の
東
西
に
そ

れ
ぞ
れ
入
り
口
と
な
る
虎
口
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
山
頂
に
は
川
原
石
が
散

布
し
て
い
る
。
地
元
の
古
老
に
よ
る
と
昭
和
初
期
ま
で
堂
が
存
在
し
て
い
た
の

を
麓
に
移
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
川
原
石
は
お
堂
の
遺
構
の
可
能
性
が
あ
る
。 

（
三
）
古
川
方
面
の
最
前
線
、
政
元
城
跡
（
国
史
跡
）
（
図
６
） 

神
岡
町
西
に
所
在
す
る
。
越
中
東
街
道
が
十
三
墓
峠
を
越
え
る
本
道
と
数
河

峠
を
越
え
る
脇
街
道
の
数
河
街
道
と
に
分
か
れ
る
分
岐
点
に
立
地
す
る
。
こ
の

分
岐
点
の
押
さ
え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
江
馬
氏
の
家
臣
・
吉
村
政
元
の
居
城

と
も
、
正
本
主
馬
の
居
城
と
も
伝
わ
る
。 

構
造
は
、
主
郭
が
東
西
二
〇
ｍ
、
南
北
一
〇
ｍ
の
楕
円
形
の
平
地
で
あ
り
、

最
大
幅
一
〇
ｍ
の
腰
曲
輪
が
め
ぐ
る
。
堀
切
を
挟
ん
で
西
側
に
東
西
一
六
ｍ
、

南
北
一
〇
ｍ
の
曲
輪
が
あ
る
。
西
側
の
尾
根
筋
に
も
堀
切
を
設
け
遮
断
す
る
。 

な
お
、
政
元
城
跡
よ
り
尾
根
続
き
で
西
側
三
五
〇
ｍ
上
っ
た
と
こ
ろ
に
奥
政

元
城
跡
が
存
在
す
る
。
曲
輪
、
堀
切
、
竪
堀
が
完
存
し
て
い
る
。
数
河
峠
を
遠

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
地
で
あ
る
た
め
、
政
元
城
と
密
接
に
連
携
し
て
古
川

方
面
か
ら
神
岡
へ
の
出
入
り
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

（
四
）
信
州
方
面
の
お
さ
え
、
洞
城
跡
（
国
史
跡
）
（
図
７
） 

神
岡
町
の
中
心
部
か
ら
高
原
川
を
や
や
さ
か
の
ぼ
っ
た
麻
生
野
区
の
山
上
に

築
か
れ
て
い
る
。
麻
生
野
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
原
郷
と
鎌
倉
（
有
峰
）

街
道
を
結
ぶ
上
宝
道
沿
い
に
立
地
し
て
い
る
。
江
馬
氏
一
族
の
麻
生
野
右
衛
門

大
夫
直
盛
の
居
城
と
伝
わ
る
。 

構
造
は
、
山
頂
の
主
郭
が
東
西
四
二
ｍ
、
南
北
一
三
ｍ
の
長
方
形
で
あ
り
、

南
側
に
は
腰
曲
輪
か
ら
通
行
す
る
た
め
の
土
橋
状
の
虎
口
が
あ
る
。
主
郭
西
側

に
は
、
東
西
三
三
ｍ
、
南
北
一
四
ｍ
の
副
郭
が
あ
る
。
ま
た
、
主
郭
北
東
側
に

は
土
塁
を
伴
う
堀
切
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
監
視
の
た
め
に
主
郭
に
櫓
台

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
堀
切
は
深
さ
一
〇
ｍ
以
上
も
あ
り
、
本
城
の
高
原

諏
訪
城
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
規
模
を
誇
る
。 

（
五
）
信
州
方
面
の
最
前
線
、
石
神
城
跡
（
国
史
跡
）
（
図
８
） 

神
岡
町
内
で
は
最
も
信
州
よ
り
の
山
城
で
あ
る
。
洞
城
と
と
も
に
館
と
鎌
倉

（
有
峰
）
街
道
を
結
ぶ
上
宝
道
沿
い
に
位
置
す
る
。
石
神
区
の
集
落
を
見
下
ろ

す
尾
根
の
突
端
に
築
か
れ
、
二
つ
の
城
の
間
に
広
が
る
河
岸
段
丘
面
を
守
る
よ

う
に
、
石
神
区
の
山
上
に
立
地
し
て
い
る
。
杏
城
、
二
越
城
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
江
馬
時
経
が
築
城
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。 

構
造
は
、
城
域
を
示
す
た
め
、
尾
根
の
前
後
を
堀
切
で
遮
断
し
て
い
る
。
主

郭
は
東
西
二
七
ｍ
、
南
北
一
九
ｍ
の
楕
円
形
の
曲
輪
で
あ
る
。
東
側
に
は
南
北

方
向
の
堀
切
を
設
け
、
西
側
に
は
南
北
の
切
岸
に
一
本
ず
つ
竪
堀
を
設
け
て
い

る
。
主
郭
の
西
側
に
副
郭
が
あ
り
、
送
電
鉄
塔
に
よ
っ
て
開
発
を
受
け
て
い
る
。

元
は
曲
輪
の
平
坦
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
最
も
集
落
側
に
近
い
西
側
の

堀
切
に
は
通
路
用
に
土
橋
を
設
け
、
城
内
側
に
は
櫓
台
を
構
築
し
て
い
る
。 

（
六
）
そ
の
他
の
江
馬
氏
関
連
山
城 

信
州
方
面
及
び
古
川
方
面
の
山
城
群
と
、
館
・
本
城
を
連
絡
す
る
役
割
を
担

っ
た
の
が
傘
松
城
で
あ
る
。
傘
松
城
は
神
岡
の
市
街
地
を
見
下
ろ
す
観
音
山
山

頂
に
主
郭
が
位
置
す
る
。 

下
館
か
ら
北
西
へ
七
〇
〇
ｍ
、
下
館
と
同
一
段
丘
の
端
部
、
神
岡
町
東
町
に

位
置
す
る
。
飛
驒
市
唯
一
の
平
山
城
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
地
誌
『
飛
州
志
』

に
は
「
江
馬
之
御
館
」
と
記
さ
れ
る
。
沖
野
城
、
野
尻
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

傘
松
城
跡
に
北
接
し
て
飛
驒
市
史
跡
の
八
幡
山
城
跡
が
位
置
す
る
。
ま
た
、 
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図 6  政 元 城  赤 色 立 体 地 図 （ 上 、 三 好 清 超 2021 よ り 転 載 ） 

全 景 （ 下 左 ）、 主 郭 （ 下 右 ） 

図 7-1  洞 城  主 郭 （ 左 ）、 堀 切 （ 右 ） 

 
 

政 元 城 
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図 7-2  洞 城  赤 色 立 体 地 図 （ 三 好 清 超 2021 よ り 転 載 ） 

図 8-1  石 神 城  赤 色 立 体 地 図 （ 三 好 清 超 2021 よ り 転 載 ） 

  
 

洞 城  

石 神 城 
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図 8-2  石 神 城  主 郭 （ 上 ） 

副 郭 （ 下 ） 

寺
林
城
跡
と
政
元
城
の
間
に
は
越
中
東
街
道
を
見
下
ろ
す
下
山
田
城
跡
が
存
在

す
る
。
近
年
の
調
査
で
は
、
吉
田
街
道
を
見
下
ろ
す
野
中
城
跡
が
新
発
見
の
山

城
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
文
献
に
は
無
い
山
城
跡
も
あ
る
が
、
立
地
な
ど
か
ら

江
馬
氏
関
連
の
山
城
と
評
価
で
き
る
。 

さ
ら
に
飛
驒
市
外
に
目
を
向
け
る
と
、
高
山
市
国
府
町
の
梨
打
城
と
富
山
市

の
中
地
山
城
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
江
馬
氏
と
の
関
連
が
伝
わ
る
山
城
で
あ

る
。 梨

内
城
は
、
そ
の
東
裾
を
越
中
東
街
道
か
ら
大
坂
峠
（
現
在
の
十
三
墓
峠
）

を
抜
け
て
神
岡
へ
至
る
街
道
が
通
る
。
『
飛
州
志
』
に
は
江
馬
輝
盛
の
城
と
記

さ
れ
、
江
馬
氏
が
南
方
を
固
め
る
た
め
に
造
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
輝
盛
が
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
の
八
日
町
合
戦
で
姉
小
路
（
三

木
）
自
綱
に
敗
れ
た
際
、
高
原
諏
訪
城
と
と
も
に
落
ち
た
と
伝
わ
る
。 

中
地
山
城
は
、
土
城
か
ら
大
和
田
峠
経
由
で
有
峰
道
を
通
る
か
、
高
原
諏
訪

城
か
ら
山
之
村
道
経
由
で
有
峰
街
道
を
経
て
神
岡
に
通
じ
る
。
江
馬
輝
盛
の
城

と
伝
わ
り
、
そ
の
家
臣
川
上
氏
が
在
城
し
た
と
伝
わ
る
。 

そ
の
他
、
神
岡
か
ら
信
州
へ
通
じ
る
街
道
沿
い
、
高
山
市
上
宝
町
に
あ
る
茡

生
茂
城
、
尻
高
城
も
江
馬
氏
の
持
ち
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 四 

江
馬
氏
の
領
域
支
配
の
構
造 

 

江
馬
氏
と
関
係
が
あ
る
山
城
は
、
神
岡
に
出
入
り
す
る
た
め
の
街
道
沿
い
や

そ
の
分
岐
点
な
ど
の
重
要
な
場
所
に
立
地
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
越
中
方
面
に

は
越
中
東
街
道
と
有
峰
道
の
分
岐
点
に
土
城
、
古
川
方
面
に
は
越
中
東
街
道
沿

い
に
寺
林
城
・
越
中
東
街
道
と
数
河
街
道
の
分
岐
点
に
政
元
城
、
信
州
方
面
に

は
上
宝
道
沿
い
に
洞
城
・
石
神
城
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
、
居
館
跡
の
下
館
跡

と
本
城
高
原
諏
訪
城
跡
が
位
置
す
る
。
こ
れ
が
、
江
馬
氏
が
自
身
の
領
域
を
支

配
し
た
構
造
で
あ
る
（
図
９

）
。 

こ
こ
で
い
う
領
域
と
は
、
江
馬
氏
が
自
身
の
実
力
に
よ
り
統
治
し
た
範
囲
を

言
う
。
江
馬
氏
に
関
わ
る
文
献
か
ら
は
、
幕
府
等
の
有
力
者
と
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
山
城
な
ど
領
域
支
配
に
必
要
で
あ
っ

た
要
素
が
遺
跡
と
し
て
神
岡
町
一
帯
に
点
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
街
道
や

河
川
へ
の
眺
望
が
き
く
各
所
に
山
城
を
配
置
し
、
軍
事
・
商
業
の
面
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
交
通
路
を
掌
握
し
、
城
館
群
等
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
自

身
の
領
域
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
江
馬
氏
が
こ
の
領
域
で
制
し
て
い
た
も
の
を
示
す
文
献
等
は
な
い
。

想
定
に
は
な
る
が
、
鉱
山
資
源
・
森
林
資
源
な
ど
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

鉱
山
資
源
と
し
て
は
、
江
馬
氏
の
後
に
飛
驒
を
統
治
し
た
金
森
氏
の
家
臣
で
あ

る
茂
住
宗
貞
が
鉱
脈
を
発
見
し
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
森
林
資
源
も
江
戸
時
代
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に
天
領
に
な
っ
た
後
の
杣
道
具
類
等
は
現
在
ま
で
伝
わ
る
。
と
も
に
現
状
で
は

近
世
以
降
の
記
録
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
段
階
の
中

世
に
お
い
て
も
、
各
地
と
の
取
引
に
鉱
山
資
源
を
用
い
、
各
地
の
建
築
物
に
木

材
を
提
供
す
る
等
、
江
馬
氏
が
北
飛
驒
の
資
源
を
活
用
し
て
い
た
可
能
性
が
想

定
で
き
よ
う
。 

 お
わ
り
に 

こ
こ
で
は
、
江
馬
氏
の
山
城
の
う
ち
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
六
城
に
つ

い
て
、
赤
色
立
体
地
図
を
用
い
て
城
郭
遺
構
の
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
山
城
群
の
中
心
に
館
と
本
城
・
高
原
諏
訪
城
跡
が
あ
る
在
り
方
を
、
江
馬

氏
の
領
域
支
配
の
構
造
と
し
て
示
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
赤
色
立
体
地
図
で
理
解
し
た
城
郭
遺
構
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
高
原
諏
訪
城
跡
以
外
は
遺
構
配
置
図
と
し
て
作
成
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
山
城
の
年
代
観
に
つ
い
て
も
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
史

跡
江
馬
氏
城
館
跡
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
向
き
合
っ

て
山
城
の
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

 

  

 

図 9  街 道 や 河 川 に 沿 っ て 立 地 す る 山 城 


